
凡
三
心ハ

者
。
還テ
二

欣
浄
顕
行ニ
一

。
領
二‐
解ス

ル

機
行
身
土ヲ
一

心
他
。
此
心ハ

離
二

三
福ノ

行ヲ
一

不
レ

起
。
三
福ノ

行ハ

離
二

此
心ヲ
一

不
レ

成

と
言
う
。
一
見
し
て
念
仏
の
行
を
忘
れ
た
か
の
ご
と
く
見
え
る
。
し
か
し
、
証
空
は
続
け
て
こ
の
心
を
、「
成テ
二

心ノ

体ト
一

。
同
顕
二

弘
願ノ

一
行ヲ
一

」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
三
福
正
因
と
は
言
っ
て
も
そ
れ
は
弘
願
の
一
行
に

帰
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
心
と
行
の
関
係
は
、
の
ち
に
ま
た
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
五
項
　
領
解

り
ょ
う
げ

の
心
と
三
心

三
福
は
三
心
に
よ
っ
て
正
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
三
心
は
い
つ
起
こ
る
か
と
い
う
こ
と
が
次
に
問
題
と

な
る
。
証
空
は
そ
の
著
書
に
領
解
と
い
う
名
目
を
出
し
て
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
領
解
と
は
『
観
経
』
に
お

け
る
韋
提
希
の
領
解
を
言
う
の
で
あ
る
。『
他
筆
鈔
』
巻
上
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

云
二

フ
ハ

正
因ト
一

韋
提
領
解ノ

心
也
。
此
心ヲ

就
二

定
善ニ
一

所
レ

顕
也
。
定
善ニ

立
二

領
解ヲ
一

。
入
二

此ノ

領
解ノ

心ニ
一

即

散
善ヲ

モ

名
レ

観
也
。
観ト

ハ

者
。
即
領
解ノ

心
也
。
領
解ノ

心
者
三
心
也
。
三
心ハ

即
正
因
也



（『
西
全
』
五
、
二
九
五
頁
下
）

（『
西
全
』
五
、
二
五
九
頁
上
）



す
な
わ
ち
領
解
の
心
と
は
観
で
あ
り
三
心
で
あ
る
。『
同
書
』
巻
中
に
も
「
三
心ハ

領
解ノ

一
心
也
」（『
西
全
』

五
、
三
三
二
頁
上
）
と
表
現
す
る
。

安
心
の
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
証
空
は
こ
の
領
解
の
心
を
会
得
し
た
時
点
に
お
い
て
そ
の
行
、
換
言
す
れ

ば
三
福
が
正
因
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
解
釈
は
『
他
筆
鈔
』
巻
上

に
あ
る
。

領
解ノ

心
発テ

後ハ

。
無
二

行ト
シ
テ

所
一レ

嫌
云
二

三
心
既
具
無
行
不
成
等ト
一

故ニ

。
仍テ

領
解ノ

心ニ

所ノ
レ

也
善ヲ

。
云
二

真

実
心
中ニ

作ト
一

也
。
真
実ノ

心ト
ハ

者
領
解ノ

心ナ
リ

。
領
解ノ

心ト

者
捨
二

自
力ヲ
一

帰
二

ス
ル

他
力ニ
一

心
也

こ
の
よ
う
に
領
解
の
心
と
は
他
力
に
帰
す
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
心
を
発
し
た
あ
と
は
嫌
う
行
は
な

く
な
る
と
言
う
。
さ
ら
に
正
雑
二
行
を
説
明
し
て
、

云テ
二

自
余ヲ

雑
行ト
一

残ス
コ
ト
ハ

。
第
三
心ニ

テ

。
云
レ

許
二

ン
ト

助
業
得
生ヲ
一

意シ
テ

。
且ク

此ニ
テ

分テ
二

正
雑ヲ
一

釈
レ

シ
玉
フ

雖ト
レ

可ト
二

回

向シ
テ

得
一レ

生ヲ

也
。
三
心ハ

。一
領
解ノ

心ト

意
得ル

時
。
云テ
下

何シ
テ

残テ

五
種ノ

正
業ノ

外ニ

。
別ニ

有リ
二

雑
業
一

哉ト
上

出セ
リ

二

観

経ヲ
一

可
レ

知ル

。
云フ
二

諸
行ニ

テ
モ

帰
入シ

テ

正
行ト

也
一

明
也

と
言
い
、
回
向
す
れ
ば
諸
行
も
正
行
と
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
な

い
次
の
よ
う
な
問
題
が
提
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



法然上人門下の安心論
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